
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

今
月
の
特
集

W
ha
t
？

「
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」と
は

2
0
2
4
年月号

103
1
2

NO.

ミニトマトの収穫作業
Photo by SOGA Takahiro
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健
康
で
溌は
つ

剌ら
つ

と
。

家
族
で
営
む
農
業
を
求
め

　

石
狩
市
北
部
に
位
置
す
る
高
岡
地

区
は
、
緩
や
か
な
丘
に
ハ
ウ
ス
が
立

ち
並
ぶ
、
市
内
屈
指
の
施
設
園
芸
地

区
。
楢
木
さ
ん
は
1
0
0
坪
ハ
ウ
ス

8
棟
で
、
主
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培

し
て
い
る
。

　

就
農
以
前
は
、
家
庭
菜
園
を
楽
し

む
札
幌
市
在
住
の
主
婦
だ
っ
た
。
夫

の
啓
吾
さ
ん
は
道
内
を
転
々
と
単
身

赴
任
し
て
お
り
、
そ
こ
で
目
に
し
た

の
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
、

溌
剌
と
家
族
と
共
に
農
業
を
営
む
人

た
ち
の
姿
。

　
「
う
ち
は
15
年
近
く
も
遠
距
離
生

活
で
、
子
育
て
も
一
区
切
り
し
た

し
、
第
2
の
人
生
は
あ
ん
な
風
に
み

ん
な
で
過
ご
せ
た
ら
い
い
ね
っ
て
夫

婦
で
話
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

　

就
農
を
決
意
し
た
当
初
は
、
夫
婦

で
の
就
農
を
想
定
。
ほ
う
ぼ
う
の
市

町
村
へ
当
た
っ
た
が
、「
年
齢
」
が

就
農
助
成
金
の
対
象
外
な
の
を
理
由

に
全
て
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
諦
め
き
れ
な
く
て
。
生
活
が
あ

る
の
で
、
夫
に
は
当
面
仕
事
を
続
け

て
も
ら
い
、
ま
ず
は
私
が
農
業
を
学

ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

次
女
の
花
梨
さ
ん
と
一
緒
に
通
っ
た

の
は
、さ
っ
ぽ
ろ
農
学
校
。卒
業
の
翌

年
は
講
師
の
も
と
で
、
数
人
の
仲
間

と
小
規
模
な
が
ら
多
種
の
野
菜
を
生

産
販
売
し
た
。
そ
し
て
そ
の
仲
間
の

紹
介
で
訪
れ
た
の
が
、
Ｊ
Ａ
と
市
、

農
業
委
員
会
と
で
構
成
す
る
石
狩
市

農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。

　
「
ど
う
し
て
も
就
農
し
た
い
、
夫

も
そ
の
た
め
に
早
期
退
職
を
検
討
し

て
い
る
っ
て
、
一
生
懸
命
に
想
い
を

伝
え
ま
し
た
」

　

熱
意
が
通
じ
、
勧
め
ら
れ
た
の
が

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
。
こ
れ
を
機
に

啓
吾
さ
ん
も
仕
事
を
辞
め
、
家
族
３

人
で
の
就
農
生
活
が
始
ま
っ
た
。

就
農
し
や
す
い
環
境
下
で

　

当
時
か
ら
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

（
旧
・
高
岡
施
設
園
芸
生
産
組
合
）

は
、
積
極
的
に
新
規
就
農
者
を
受
け

入
れ
、
共
撰
出
荷
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
「
新
規
就
農
者
を
温
か
く
迎
え
入

れ
、
研
修
指
導
や
就
農
後
の
支
援
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
部
会
で
す
。
共

撰
は
、
ま
と
ま
っ
た
量
を
大
市
場
に

新規就農、6年目。
生産部会と地域の仲間に支えられ、
憧れの第2の人生へ
石狩八幡地区組合員　楢

なら

木
き

好
よし

恵
え

さん

「
家
庭
菜
園
が
趣
味
の
主
婦
」か
ら
、「
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
農
家
」へ
の
転
身
。

家
族
と
共
に
石
狩
市
で
就
農
し
た
、
楢
木
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。
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出
荷
で
き
る
か
ら
、
価
格
が
安
定
し

て
い
る
。
そ
れ
は
と
て
も
安
心
で
し

た
」

　

共
撰
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
撰
果
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
詰
め
、
出

荷
は
Ｊ
Ａ
が
行
な
う
た
め
、
生
産
者

は
生
産
と
収
穫
に
集
中
で
き
る
。ま
た
、

販
路
の
確
保
に
困
る
こ
と
も
な
い
。

　

5
戸
か
ら
始
ま
っ
た
部
会
は
、
新

規
就
農
者
を
次
々
と
受
け
入
れ
、
現

在
19
戸
の
農
家
が
名
を
連
ね
る
。
約

５
ha
、
１
５
０
棟
の
ハ
ウ
ス
で
生
産

す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
、
昨
年
の
販
売

高
は
約
2
億
1
千
万
円
。
土
壌
改
良

や
生
産
技
術
向
上
に
も
努
め
、
平
成

16
年
度
に
は
、
石
狩
市
内
で
初
め
て

のY
E
S
!clean 

生
産
集
団
と
し
て

登
録
さ
れ
た
。

　
「
毎
月
欠
か
さ
ず
現
地
検
討
会
も

行
な
い
ま
す
。
全
て
の
部
会
員
が
継

続
し
て
、
品
質
の
良
い
も
の
を
生
産

で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
で
す
」

　

就
農
初
年
度
の
秋
、
ハ
ウ
ス
の
冬

支
度
に
手
間
取
っ
た
楢
木
さ
ん
の
元

に
、
部
会
の
仲
間
が
駆
け
付
け
た
。

別
の
日
に
は
、
進
ま
な
い
作
業
を
見

か
ね
、
地
域
の
方
が
進
ん
で
ト
ラ
ク

タ
ー
を
貸
し
て
く
れ
た
。

　
「
部
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
現
在
が
あ
る
。
特
に
現
・
部

会
長
の
佐
々
木
敬
仁
さ
ん
は
、
新
規

就
農
の
先
輩
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ず
っ
と
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
」

　

支
え
合
う
意
識
が
浸
透
し
た
地

域
。
就
農
し
や
す
い
環
境
が
、
そ
こ

に
は
あ
る
。

仲
間
が
い
て
、家
族
も
い
る
。

こ
の
先
は
─

　

通
常
11
月
上
旬
ま
で
収
穫
で
き
る

ミ
ニ
ト
マ
ト
。
昨
年
は
7
月
中
旬
に

高
温
障
害
に
見
舞
わ
れ
て
落
花
、
10

月
中
旬
ま
で
収
穫
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
「
今
年
は
家
族
総
出
で
対
策
を
施

し
た
の
で
、
例
年
通
り
の
収
量
が
確

保
で
き
そ
う
で
す
。
困
っ
た
と
き

は
、
家
族
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。
仲

間
が
い
て
家
族
も
い
て
、
あ
り
が
た

い
で
す
ね
」

　

最
盛
期
を
除
い
て
は
、
家
族
の
み

の
経
営
だ
。
意
見
の
相
違
は
、
家
族

な
ら
で
は
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り

切
っ
て
き
た
。
今
春
、
長
男
の
祐
輝

さ
ん
が
就
農
し
、
こ
の
先
5
年
以
内

の
経
営
移
譲
を
予
定
し
て
い
る
。
心

強
い
味
方
が
加
わ
っ
た
、
と
楢
木
さ

ん
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
。

　

ま
だ
ま
だ
、
か
つ
て
啓
吾
さ
ん
の

単
身
赴
任
で
憧
れ
た
「
先
輩
方
」
の

よ
う
な
歳
で
は
な
い
け
れ
ど
、
憧
れ

の
第
2
の
人
生
は
今
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

1. 農園の敷地に立ち並ぶ 100 坪ハウス。どんな仕事も楽しく作業していると話す楢木さんだが、ビニールの上げ下ろしにだけは苦慮しているという　
2. 緑色の枝葉の中で、艶のある赤色が目を引く　3. 読むのが難しい「楢木」という苗字。誰にでも分かりやすいよう、出荷箱はアルファベットで表記
しているのがこだわり　4. イラストレーターでもある花梨さんが制作した農園看板　5. 色づき始めた鈴なりのミニトマト。今年は万全な暑さ対策が施
され、順次収穫を待つ　6. 収穫適期の実を選りすぐる啓吾さん

5

4

3

1

6

2
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What?

特集

　令和 6 年 11 月 20 日に、「第 31 回 ＪＡ北海道大会」が
開催されます。その議案については、本誌 7 月号の折込
にて、組合員の皆さまにお知らせしました。
　議案第 3 号として掲げられているのは、「アグリアク
ション北海道の推進による農業・食・ＪＡへの理解醸成」。 

「アグリアクション北海道？」「何のこと？」と疑問に思
われた方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　そこで今回の特集では、これから見聞きする機会が増
えるかもしれない「アグリアクション北海道」につい
て、簡潔にご紹介します。

農業 （AGRI） から、 さまざまな 行動 （ACTION） を起こすことで、

農業や食への理解を求め、 消費者は 消費 することや 情報発信 などを通じて、

北海道農業・食を 応援する （REACTION） ことを目指します ！

「アグリアクション
北海道」とは

生産者と消費者が、もっと近づくための合言葉。
それが「アグリアクション北海道」です。
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それぞれの農業者・ＪＡが個々に活動し、発信。

食農教育活動 など

食材を選ぶときには、北海道
産・国産を積極的に選んでみて
ください。農家の皆さんが心を
込めて育てた農畜産物は、その
ままでも食材としても、おいし
いごちそうになります。

特別に何か新しいことを始めるのではなく、現在行なっている取り組みや活動を
「アグリアクション北海道」として位置づけ発信！

農業に携わる私たちみんなで、これからも消費者に「食べて・話して・体験して」もらえる、
アグリアクションな取り組みを継続していきましょう。

「直売所で買った野菜、とっても
おいしかった！」。家族やお友達
との会話で農業や食について話し
たり、SNSなどで地元食材を使っ
た料理を紹介したり。農や食につ
いて感じたことを広めましょう。

農家の皆さんとＪＡが企画する
さまざまなイベントに参加して
みましょう。百聞は一見に如か
ず！実際に自分で体験すること
でもっと農業が身近に感じられ
るはず。

食農教育活動 など
「＃アグリアクション北海道」

収穫祭 など 収穫祭 など
「＃アグリアクション北海道」

SNS などによる情報発信 SNS などによる情報発信
「＃アグリアクション北海道」

「アグリアクション北海道」の取り組みとして発信。

消費者が農業・食に関心を持ち応援してもらえるような取り組み

消費者には、「みんなで起こそう、33 つのリアクション」として PR

食べよう 話そう 体験しよう

　「農業からさまざまな行動を起こす（AGRIが ACTION）

ことで、消費者に北海道農業を・食を応援（AGRIに

REACTION）してもらう」、それが「アグリアクション北

海道」の取り組みなのですが、その一環として組合

員の皆さまやＪＡは、具体的にどのようなことをす

ればよいのでしょうか？

　その答えは、特別に何か新しいことを始めるので
はなく、現在行なっている取り組みや活動を「アグ
リアクション北海道」として位置づけ発信すること。

　農業に関わる私たちが行なっている取り組みや活

動を「アグリアクション北海道」として発信するこ

とで、これまで個々の活動だったものが、全道を挙

げての一体感のある活動になります。そして消費者

が「アグリアクション北海道」というフレーズを見

聞きする機会を増やすことで、もっと農業・食に関

心を持ち、応援してもらうことを目指しましょう、と

いうことなのです。

例えば

活動内容はそのままに、
発信時に「アグリアク
ション北海道」と位置
付けるだけ。

組合員の皆さまやＪＡは何をすれば？

Before After
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•�•�トマト	 4㎏
•�•�りんご 2個
•�•�玉葱 1個
•�•�生しょうが 20g
•�•�ニンニク 1片
•�•�月桂樹の葉 2枚

1 �トマトは乱切り、玉葱は薄切
りに、りんご、ニンニク、生
しょうがはすりおろす。

2 �厚底鍋に1の材料を全て入
れ、月桂樹の葉も加えて中火
で 20～30 分煮る。

3 �とろとろの状態になったら、
ミキサーにかける。

4 �3を目の粗いザルでこす。
5 �味を見ながら調味料を加え、
1/2～1/3 になるまで 40～50
分煮詰める。最後にオールス
パイスを加えて出来上がり。

材料

作り方

•�•�塩 大さじ3
•�•�砂糖 150g
•�•�酢 100㏄
•�•�コショウ 小さじ1
•�•�シナモン 小さじ1/4
•�•�オールスパイス 	 小さじ1/4

秘

伝レシピ

No.3 手づくり
ケチャップ

組合員さんの 　　　を紹介します

秘伝レシピNo.3

完熟トマトで手づくりケチャップ

組合員の皆さんの秘伝のレシピを紹介するコーナーの 3 回目は、
一挙に 2 つのレシピを紹介します！

　さとらんどでさまざまな農産物加工品講座を行
なっている、篠路支店組合員の丹羽恵子さん。
「真っ赤に熟れたトマトは、旬の時期にはたくさん
味わうことができますが、そのフレッシュさを長
く、多くの人に味わってもらいたいと思い作った
レシピです」。ケチャップ講座も幾度となく行な
い、たくさんの方に広めてきました。
　家庭菜園で採れるトマトは、形が不揃いだった
り、ちょっと色の悪いものが混ざることもありま
すよね。そのようなトマトもケチャップにするこ
とで、無駄なく食べることができます！
　丹羽家ではナポリタンやハンバーグ、ビーフシ
チューに欠かすことのできない逸品とのこと。
今回は「職員に旬の野菜も食べてもらいたい！」

と野菜たっぷりのチーズピザを作ってくれました。

・・�酸味よりは甘みを強く感じました。色々な料理に合う
ケチャップなんだろうなぁと思いながらいただきました。

・・�ピザにのっていた野菜がどれもとてもおいしくて、特
にズッキーニが美味でした。

旬 の旨 味 をぎゅっと凝 縮！

い つ でも完 熟 の 味 を

秘伝の
レシピ

丹羽恵子
さん

篠路支店職員の感想
\\ 大 絶 賛！！//

りんごはすりおろすのが
面倒なら、薄切りでも
いいですよ～

調味料は一度に入れず、
少しずつ加えるのが
ポイントです！

\完熟トマトで /

調
味
料 保存は、煮沸した瓶に入れ冷蔵庫で半年、保存用

袋に入れ冷凍庫でも半年です。どちらも口を開け
たら、冷蔵庫で 1週間！早めに食べきりましょう。
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•�•�米粉のホットケーキミックス
200g

••カボチャ 200g
••卵 1個
••牛乳 120～150㏄
••揚げ油 1ℓ

1 �カボチャの種を取り、皮をむいて蒸す。
2 ��蒸したカボチャを裏ごしして、少し冷ましておく。
3 �ボウルに2と「米粉のホットケーキ
ミックス」を入れ、よく混ぜる。

4 �3に卵を加え、さらに混ぜる。
5 �生地の固さを見ながら4に牛乳を数
回に分けて加える。

6 �厚めのビニール袋の中に生地を入
れ、袋の先 1.5㎝～2㎝くらいを切
る。「砂糖の袋」を使うのがオススメ。

7 �揚げ油を鍋に入れ 160 度まで熱した
ら、ビニール袋から中の生地を絞り
出し、箸で切りながら鍋にポンポンと落とし入れる。

8 �箸でよく混ぜながら揚げ、キツネ色になったら火を
止め、網杓子でドーナツをトレイに上げる。

材料 （4 人分）

作り方

秘
伝レシピ

No.4
「米粉ホットケーキミックス」

を使った /\
カボチャドーナツ

10 月 31 日は ハ ロ ウィン！

パーティの お や つ に い か が？

市販のビニール袋でもOKだけど、「砂糖の袋」がちょうどいいの！厚さも絞りやすいし、手の温度でちょうどよく生地が馴染むんだよね～

秘伝レシピNo.4

「米粉ホットケーキミックス」
を使ったカボチャドーナツ

　野菜を使ったお菓子をお孫さんに食べさせた
い！それがきっかけで、厚別支店組合員の小林
ヨシ子さんが考案したのがこのカボチャドーナ
ツ。「孫がこれ、大好きなの。昔っから作って
いるレシピなんだけど、地物市場「とれのさ
と」で米粉のホットケーキミックスが販売され
ていると聞いて、使ってみたいな～と思って、
今回リメイクしてみたよ」。
　外見が黒っぽいカボチャは厚く皮をむいて、
白・赤系のものは薄くむいてOK。また米粉
は、きめが細かいので高温の油で揚げると
きれいな色に仕上がらないそうです。
　秋はカボチャが美味しい季節。
家族やお友達と楽しむ、ハロウィ
ンパーティのおやつにいかが？

・・�カボチャの甘みだけで、これだけおいしいドーナ
ツになるんですね。

・・�冷めてもおいしい！作り置きやお友達へのお土産
にもできますね。

・・�何個でも食べられます。ポンポン口に入れちゃい
ました。

小林ヨシ子
さん

厚別支店職員の感想
\\ 大 絶 賛！！//

Happy

Halloween

耳たぶより少し柔らかく！

2 回目からは、火を止めた状態で生地を鍋に落とし
入れる。入れ終わってから火を点け、160 度まで火
力を強めた後、箸でよく混ぜながらキツネ色になる
まで低温で揚げる。
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納
豆
パ
ワ
ー

大
豆
は
三
大
栄
養
素
を

含
む
優
秀
な
食
材

　

納
豆
の
原
料
の
大
豆
は
、
マ
メ
科
ダ
イ

ズ
属
の
穀
物
で
す
。
大
豆
は
三
大
栄
養
素

と
い
わ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
・
脂
質
・
糖
質

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
み
、
し
か
も
栄
養
価

の
う
ち
、
全
体
の
35
％
を
占
め
る
タ
ン
パ

ク
質
は
、
体
内
で
作
り
出
せ
な
い
必
須
ア

ミ
ノ
酸
を
豊
富
に
含
ん
で
い
て
お
肉
の
含

有
量
に
匹
敵
し
ま
す
。
さ
ら
に
現
代
人
が

取
り
過
ぎ
に
な
り
が
ち
な
動
物
性
脂
肪
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ゼ
ロ
で
、
カ
ル
シ
ウ

ム
は
牛
乳
と
ほ
ぼ
同
量
、
鉄
分
や
さ
ま
ざ

ま
な
ビ
タ
ミ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
優
秀
な

食
材
な
の
で
す
。

　

数
あ
る
大
豆
製
品
の
中
で
も
納
豆
が
特

に
優
れ
て
い
る
点
の
一
つ
が
、
大
豆
を
皮

や
胚
芽
ご
と
食
べ
ら
れ
る
こ
と
。
大
豆
の

皮
は
食
物
繊
維
が
豊
富
で
す
し
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
と
似
た
働
き
を
す
る
と
い
わ
れ
る

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
胚
芽
部
分
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
納
豆
を
食
べ
る
こ

と
で
大
豆
の
栄
養
を
丸
ご
と
効
率
的
に
摂

取
で
き
ま
す
。

「
納
豆
菌
」が
さ
ら
に

健
康
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

　

大
豆
を
納
豆
に
加
工
す
る
と
、
納
豆
菌

に
よ
る
発
酵
作
用
の
働
き
で
栄
養
価
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
発
酵
に
よ
っ
て
タ
ン
パ

ク
質
が
細
か
い
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
る

た
め
、
体
内
へ
の
吸
収
率
が
さ
ら
に
高
ま

る
の
で
す
。

　

納
豆
菌
は
活
動
し
に
く
い
環
境
に
な
る

と
休
眠
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
に
な
る

と
復
活
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
強
酸
性
の
胃
酸
に
負
け
ず
に
腸
ま
で

届
き
、
腸
の
状
態
を
整
え
て
く
れ
る
の
で

す
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
納
豆
が

作
り
出
す
ビ
タ
ミ
ン
K
2
の
働
き
。
ビ
タ

ミ
ン
K
2
は
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
定
着
さ

せ
、
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
す
の

を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
納
豆
は
世

界
の
食
品
の
中
で
も
最
も
多
く
ビ
タ
ミ
ン

K
2
を
含
む
食
品
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
お

り
、
血
液
中
の
ビ
タ
ミ
ン
K
2
が
少
な
い

骨
粗
し
ょ
う
症
の
方
に
も
お
薦
め
で
す
。

納
豆
は
ご
存
じ
の
通
り
、
熱
を
加
え
て
軟
ら
か
く
し
た
大
豆
を

納
豆
菌
に
よ
っ
て
発
酵
さ
せ
た
発
酵
食
品
で
す
。

古
く
か
ら
健
康
に
い
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
新
た
な
研
究
結
果
が
次
々
に
発
表
さ
れ
、

再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

納豆菌の発酵パワー
⃝タンパク質の吸収率が向上
⃝腸内環境を整える
⃝骨量低下を防ぐビタミンK2を産出
⃝病原菌に対する抗菌作用
⃝動脈硬化の原因を抑制するとの報告あり
⃝血管をしなやかにして免疫力を高める

納
豆
パ
ワ
ー

納
豆
パ
ワ
ー

食
べ
な
い
人
は
損
し
て
る
？

大豆の栄養パワー
⃝�若々しさを保つ：�
イソフラボン／サポニン／マグネシウム／
食物繊維

⃝整腸・ダイエット作用：レシチン／亜鉛
⃝骨を元気に：タンパク質

＋

2つのパワーで
元気に美しく！

秘
密
、教
え
ま
す
！の

取材協力：全国納豆協同組合連合会
URL：https://www.natto.or.jp
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さ
ま
ざ
ま
な
有
害
菌
の

繁
殖
を
抑
制

　

納
豆
に
は
、
優
れ
た
殺
菌
作
用
・
抗
ウ

イ
ル
ス
作
用
が
あ
る
こ
と
が
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ラ
菌
、
赤
痢
菌
な

ど
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
と
い
う
報
告
も
古

く
か
ら
あ
り
ま
す
。
納
豆
菌
は
他
の
菌
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
速
さ
で
繁
殖

す
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。
そ
の
た

め
「
納
豆
は
副
作
用
の
な
い
天
然
の
抗
生

物
質
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

更
年
期
障
害
の

症
状
を
緩
和

　

大
豆
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
、

更
年
期
以
降
に
減
少
す
る
女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）の
分
子
構
造
に
似
て
い

る
た
め
、
更
年
期
障
害
の
症
状
を
緩
和
す

る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
そ
の
ま
ま
で
は
体
内

に
吸
収
さ
れ
に
く
い
の
で
す
が
、
納
豆
菌

の
働
き
で
吸
収
さ
れ
や
す
い
「
大
豆
イ
ソ

フ
ラ
ボ
ン
」
に
変
わ
り
ま
す
。
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
は
大
豆
の
胚
芽
部
分
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
た
め
大
豆
の
皮
を
こ
し
取
り
除
い

て
使
用
す
る
豆
腐
な
ど
よ
り
、
皮
ご
と
粒

の
ま
ま
食
べ
る
納
豆
の
方
が
よ
り
効
率
的

に
栄
養
を
摂
取
で
き
ま
す
。

腸
内
で
の
発
酵
を
進
め
、

便
通
を
促
進

　

納
豆
菌
は
、
生
き
た
ま
ま
腸
に
到
達
し

て
善
玉
菌
と
し
て
腸
内
の
環
境
を
整
え
ま

す
。
腸
内
で
善
玉
菌
が
増
え
る
と
、
便
が

軟
ら
か
く
量
が
増
え
て
便
通
が
良
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
臭
い
も
弱
く
な
り
ま
す
。

ま
た
善
玉
菌
は
食
物
繊
維
を
餌
と
す
る
た

め
、
食
物
繊
維
が
多
い
ほ
ど
増
え
や
す
い

の
で
す
が
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
大
豆
を

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
納
豆
は
、
腸
内
環
境

を
整
え
る
の
に
最
適
な
食
品
と
い
え
ま
す
。

今
、
今
、納
豆
納
豆
の
さ
ま
ざ
ま
な

の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果

健
康
効
果
がが

再
注
目

再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
！

さ
れ
て
い
ま
す
！

　食品から摂取した善玉菌は腸内には1日ほ
どしか定着しないので、毎日取ることが大切
です。
　納豆菌は乾燥に強いため、片栗粉をまぶし
て天日で数日干した「干し納豆」にすれば、
長期の旅行などにも持って行けます。女性に
うれしい栄養成分が
たっぷりの納豆を毎
日食べて、日々を健
康に過ごしましょう。

毎日続けて食べることが大切

キムチなどの発酵食品と併せて食べると、
発酵パワーの相乗効果が期待できます。卵か
けご飯に納豆を加えればタンパク質がさらに
豊富になります。納豆のにおいが苦手な方
は、においのコーティング効果のある乳製品
と組み合わせると食べやすいでしょう。意外
なところでは、アイスクリームに混ぜると納
豆のにおいの存在感が消え、粘りが増してお
いしさがアップします。納豆牛乳茶漬けなど
もお薦めです。

健康食材をちょい足しして、
もっと健康に！

をおいしく健康的に食べるこつ納豆
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　例年 9月に開催している収穫祭。今年は、手稲山口
地区の特産品である「サッポロスイカ」や「大浜みや
こ」も、「旬」な時期に食べてもらいたいとの想いか
ら、時期を前倒しての開催となりました。
　当日は天候にも恵まれ、開店を待つお客さまの長い
列ができました。地元農産物販売の他、じゃがいも・
玉葱の詰め放題コーナー、地元カボチャを使用した
「カボチャのパイ」販売、キッチンカーによる数量限
定「パンツェロッティ（揚げピザ）」の販売も行なわれ
好評を博しました。� （岩本特派員）

　平岸支店では、地域との交流および地元産農産物と
JAの PRを兼ね、澄川地区連合会主催の秋まつり・
「第 22 回秋だ！祭りだ！ 2024 澄川パフォーマンス通
り」にて野菜の直売を行ないました。
　穏やかな秋晴れとなった当日は、YOSAKOI やス
クールバンドのパフォーマンスで華やかな音楽が鳴り
響くなか、地元住民が家族連れ立って来場。当支店の
直売コーナーも大いに賑わい、用意した全ての野菜が
3時間ほどで売り切れとなりました。地域の皆さまと
交流を図ることができ、JAの PRにも繋がるよい機
会となりました。� （土田特派員）

収穫祭を開催！
旬の手稲特産品を販売し、大盛況

8／24 土 ていね収穫祭

普段触れる機会のない
トラクターに目を輝か
せながら、運転席に座
る子ども達の姿も多く
見られました。トラク
ターを見たいというお
子さんにせがまれて、
来場された方もいたよ
うです。

「ＪＡさっぽろ」ののぼりの下で、職員が野菜を販売。
ししとう、ナス、小松菜や、20kg ネットで用意した玉
葱が人気でした。

地域交流とＪＡのPR活動
のぼりの下で野菜を販売！

9／14 土 澄川地区秋まつり

手稲支店

収穫祭開催！秋ま
つり参加！ 2地区で

平岸支店

スイカとカボチャの
生産過程を記した
パネル展示も実施。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

第
2
回
本
部
役
員
会（
事
務
局
合
同
）

兼
講
習
会
・
懇
親
会
を
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ

ル
C
A
B
I
N
で
開
催
、
部
員
13
名
と

役
職
員
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
今
後
計
画
さ
れ
て
い

る
各
マ
ル
シ
ェ
に
お
い
て
の
効
果
的
な

P
R
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た

後
、
11
月
に
開
催
す
る
青
年
部
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
青
年
部
ロ
ゴ
入
り
T
シ
ャ

ツ
等
の
制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る（
株
）モ
ン
ベ
ル
の
古
舘
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、
一
次
産
業
へ
の
取
り
組
み

や
、
登
山
用
品
開
発
か
ら
培
っ
た
モ
ン

ベ
ル
な
ら
で
は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
、
快
適
で
安
全
に
作
業
で
き
る
商
品

開
発
へ
の
想
い
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
畑
部
長
は
、「
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
で
一
体
感
を
高
め
、
皆
が
同
じ
気
持

ち
で
活
動
で
き
て
い
る
の
が
嬉
し
い
で

す
。
こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
1
日
の
防
災
の
日
に
合
わ
せ
、
地
物

市
場
「
と
れ
の
さ
と
」
で
防
災
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
組
合
員
18
名
と
職
員
10
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

と
れ
の
さ
と
は
災
害
発
生
時
に
、
食
料
品

提
供
や
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
「
災
害
対

応
型
直
売
所
」
の
道
内
1
号
店
。
胆
振
東
部

地
震
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り
物
流
が
停

止
し
た
際
に
、
組
合
員
が
生
産
し
た
野
菜
を

軽
ト
ラ
で
販
売
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
直
売
所
出
荷
者

に
よ
る
軽
ト
ラ
市
の
野
菜
販
売
の
ほ
か
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
炊
き
出
し
訓
練
、
石
狩
八
幡

給
油
所
で
の
発
電
機
を
使
用
し
た
業
務
復
旧

訓
練
を
実
施
。
炊
き
出
し
訓
練
に
参
加
し
た

職
員
は
、「
大
人
数
分
の
食
事
を
調
理
す
る

機
会
が
な
く
、
そ
の
大
変
さ
を
知
っ
た
。
組

合
員
と
協
力
し
、
1
5
0
食
も
の
カ
レ
ー
を

作
っ
た
こ
の
経
験
は
、
災
害
時
に
活
き
る
と

思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
れ
の
さ
と
も
給
油
所
も
、
石
狩
市
な
ど

と
災
害
時
の
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
災

害
時
に
は
復
興
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
り

得
る
施
設
で
す
。
今
後
も
定
期
的
な
訓
練
と

設
備
の
保
全
に
努
め
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

青
年
部
　

本
部

役
員
会
兼
講
習
会
・
懇
親
会
を
開
催

部
員
相
互
・
役
職
員
と
の
交
流
を
深
め
る

石
狩
花
畔
支
店
　

1
統
括
支
店
1
協
同
活
動

防
災
の
日
に
合
わ
せ
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

炊
き
出
し
や
発
電
機
に
よ
る
業
務
復
旧
訓
練
を
実
施

8/22 木

9/1 日

終了後は、部員が生産した農畜
産物を使用した特別ビュッフェ
で、部員間はもとより事務局職
員との交流も深めました。

停電を想定した復旧作業訓練。実際に
発電機を動かし、給油の実演を行ない
ました。この発電機は給油所 2ヵ所の
ほか、とれのさとに設置しています。

女性部が調理したカレーラ
イスを、能登半島沖地震被
災地への募金にご協力いた
だいた来場者に配布。

軽トラ市には 3軒の組合員が
参加。荷台いっぱいに積まれ
た野菜を、来場者へ対面販売
しました。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
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北
札
幌
地
区
の
現
役
役
員
お
よ
び
O
B
役
員
で

構
成
さ
れ
る
如
月
会（
大
畑
裕
介
会
長
）で
は
、
ホ

テ
ル
ユ
キ
タ
に
て
夏
期
例
会
・
総
会
を
開
催
し
、

会
員
8
名
と
職
員
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
お
互
い
の
近
況
報
告
と
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
で
親

交
を
一
層
深
め
ま
し
た
。
今
回
出
席
さ
れ
た
五
十

嵐
勇
様（
写
真
前
列
左
端
）は
御
年
百
歳
！
大
変
お

元
気
な
姿
に
、
た
だ
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
で
し

た
。

（
津
村
特
派
員
）

　

し
の
ろ
と
れ
た
て
っ
こ
生
産
者
直
売
所
で
は
、
毎
年

恒
例
の
と
う
き
び
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
3
日
前
に
S
T
V
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
1
7
9
」

で
P
R
し
た
効
果
も
あ
り
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
と
い
う
お
客
さ
ま
約
60
人
が
開
店
前
か
ら
長
い
列

を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
と
う
き

び
は
1
、8
0
0
本
。
想
定
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
続
け
、
開
店
か
ら
わ
ず
か
1
時
間
半
で
完

売
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
直
売
所
も
、
開
店
か
ら
い
つ
も
な
が
ら
の
賑

わ
い
を
み
せ
た
の
に
加
え
、
即
売
会
後
に
多
く
の
お
客

様
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

（
中
川
特
派
員
）

北
札
幌
支
店
　

如
月
会

夏
期
例
会
・
総
会
を
開
催

懇
親
会
で
一
層
親
交
を
深
め
る

相
談
部

「
相
談
事
業
育
成
研
修
」
の

フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
を
実
施

し
の
ろ
と
れ
た
て
っ
こ
生
産
者
直
売
所

と
う
き
び
即
売
会
に
長
蛇
の
列

1
、8
0
0
本
が
1
時
間
半
で
完
売
！

8／8 木

8／8 木

8／24 土

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
「
相
談

事
業
育
成
研
修
会
」
の
参
加

者
・
渉
外
担
当
者
お
よ
び
経
済

部
門
担
当
者
8
名
を
対
象
に
、

「
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
前
半
で
は
、
複
雑

に
権
利
が
絡
み
合
う
不
動
産
を

扱
う
プ
ロ
で
あ
る（
株
）サ
ン
セ

イ
ラ
ン
デ
ィ
ッ
ク
札
幌
支
店
長

に
よ
る
講
演
を
聞
き
、
相
続
対

策
を
見
据
え
た
不
動
産
の
色
分

け
や
優
良
な
不
動
産
へ
の
転
換

手
法
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
後
半
は
、
昨
年
度
研
修

会
時
に
各
自
が
決
定
し
た
実
践

目
標
に
対
す
る
取
り
組
み
発
表

と
相
談
部
に
よ
る
講
評
が
行
な

わ
れ
、
参
加
者
は
相
続
対
策
や

資
産
活
用
提
案
に
お
け
る
対
話

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、

今
後
の
業
務
に
活
か
せ
る
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
久
保
特
派
員
）

講評を行なう相談部
の田中課長と、傾聴
する参加者。

「しのろとれた
てっこ生産者直
売所」隣接の倉
庫に設けられ
た、とうきび即
売会の特設コー
ナー。

5本、10 本とお
買い上げいただ
くなか、お一人
で 40 本購入さ
れたお客さまも
いました。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
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全
5
回
で
構
成
さ
れ
る
、
石
狩
振
興
局
主
催
「
石
狩

の
「
食
」
を
繋
ぐ
次
世
代
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
の
2

回
目
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
飲
食
業
を

志
す
学
生
に
石
狩
の
農
畜
産
物
へ
の
学
び
を
深
め
、
就

職
後
、
石
狩
の
食
材
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
継
続
実
施
さ
れ
て
お
り
、
専
門
学
生
25
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

石
狩
八
幡
地
区
組
合
員
の
成
田
和
彦
さ
ん
の
圃
場
で

は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
体
験
を
実
施
。
大
き
く
広

が
る
外
葉
を
か
き
分
け
、
鎌
で
刈
る
作
業
を
行
な
い
ま

し
た
。
営
農
販
売
部
の
職
員
も
、
座
学
講
師
や
Ｊ
Ａ
施

設
見
学
の
引
率
を
務
め
、
次
世
代
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り

の
一
端
を
担
い
ま
し
た
。

（
喜
多
特
派
員
）

　

女
性
部
琴
似
支
部
で
は
、
江
別
市
へ
の
日
帰
り
研
修

を
実
施
し
、
部
員
9
名
と
職
員
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
麻
に
あ
る
蝦
夷
和
紙
工
房
「
紙
び
よ
り
」
で
は
、

紙
す
き
を
体
験
。
和
紙
職
人
か
ら
紙
の
歴
史
や
、
1
枚

の
紙
を
仕
上
げ
る
大
変
さ
を
学
ん
だ
後
、
作
業
を
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
験
後
は
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
札
幌
で
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
楽
し
み
、
お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
遠
藤
多
壽
子
支
部
長
は
、「
新
紙
幣
発
行

年
に
紙
す
き
を
体
験
で
き
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
奥
村
特
派
員
）

　

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
交
通
安
全
啓
発
活

動
」
を
実
施
し
、
理
事
・
運
営
協
力
委
員
・
青
年
部
員

を
含
む
組
合
員
12
名
と
職
員
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
央
支
店
は
札
幌
駅
に
近
く
、
人
も
車
も
自
転
車
も

多
く
行
き
交
う
立
地
。
特
に
支
店
東
側
に
面
す
る
創
成

川
通
り
は
片
側
三
車
線
で
、
交
通
量
の
多
い
道
路
で
す
。

　

日
が
暮
れ
始
め
る
夕
方
に
、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」

や
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
た
旗
を
手
に
参
加
者
が
沿
道
に
立
ち
「
旗
の
波
」

を
行
な
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
へ
交
通
安
全
を
訴

え
ま
し
た
。

（
土
田
特
派
員
）

営
農
販
売
部

飲
食
を
学
ぶ
学
生
に

食
育
授
業

石
狩
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り

女
性
部
　

琴
似
支
部

江
別
へ
の
日
帰
り
研
修
を
開
催

紙
す
き
体
験
で
、
葉
書
づ
く
り

中
央
支
店
1
統
括
支
店
1
協
同
活
動

夕
方
の
創
成
川
通
り
沿
い
で

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
実
施

8／26 月

8／29 木

8／30 金

収穫作業を体験する、札幌ベルエポック製菓調理専
門学校の生徒と、作業を見守る成田さん（写真左
端）。作業に入る前には、成田さんにブロッコリー
生産に対する想いやこだわりについてもお話いただ
きました。

葉書サイズの紙を 2枚ずつ作成。1枚目は模様を入れず、純粋に紙
すきを体験。手順に慣れた 2枚目は、木の葉やシールなどの素材
を思い思いにすき込み、個性的な作品に仕上げました。

お揃いのジャンパーを身に付け、街頭に立つ参加者。

啓発活動の前には、中央警察
署の署員を講師に迎え、道路
交通法の改正について学びま
した。また、併せて近頃増え
ている特殊詐欺防止について
も、生活安全課の署員からお
話いただきました。

質の高い教育
をみんなに
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
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清
田
支
店
組
合
員
の
吉
川
千
春
さ
ん
が
、
S
T
V

「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
1
7
9
」
内
の
企
画
「
ど
さ
ん
こ

☆
キ
ッ
チ
ン
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
南
区
滝
野
で
生
産
さ

れ
て
い
る
「
滝
野
メ
ー
ク
イ
ン
」
の
生
産
者
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
さ
ん
こ
☆
キ
ッ
チ
ン
」
は
、
料
理
研
究
家
・
星

澤
幸
子
先
生
と
星
澤
雅
也
さ
ん
に
よ
る
大
人
気
の
ク
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
お
す
す
め
の
道
産

食
材
を
紹
介
す
る
「
S
T
V
食
ウ
ィ
ー
ク
」
の
初
日

に
、
福
永
俊
介
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
お
す
す
め
食
材
と
し

て
滝
野
メ
ー
ク
イ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

放
送
前
週
に
は
福
永
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
吉
川
農
園
に

来
訪
。
畑
で
感
じ
た
想
い
を
写
真
を
交
え
な
が
ら
紹
介

し
、
星
澤
先
生
考
案
の
「
ま
る
ご
と
ジ
ャ
ガ
ピ
ザ
」
を

試
食
す
る
様
子
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

清
田
支
店
組
合
員
吉き

っ

川か
わ

千
春
さ
ん

ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
1
7
9
で

「
滝
野
メ
ー
ク
イ
ン
」
を
P
R

9/9 月

　

白
石
美
園
環
状
通
に
あ
る
り
ん
ご
並
木
で
、
袋
外

し
の
作
業
が
行
な
わ
れ
、
平
岸
青
壮
年
部
の
部
員
6

名
と
女
性
部
員
5
名
、
職
員
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
作
業
は
早
生
種
を
中
心
に
行
な
わ
れ
、

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
今
年
も
無
事
に
成
長
し
て

く
れ
て
嬉
し
い
」
と
の
声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

果
実
の
色
付
き
は
昨
年
よ
り
遅
め
で
す
が
、
大
き

さ
や
数
は
順
調
で
す
。
9
月
27
日（
金
）に
は
部
員
と

職
員
と
で
早
生
種
の
収
穫
を
行
な
い
、
10
月
下
旬
に

は
1
統
括
支
店
1
協
同
活
動
の
一
環
と
し
て
、
美
園

小
学
校
4
年
生
が
収
穫
を
体
験
、
組
合
員
と
職
員
と

で
そ
の
作
業
を
見
守
る
予
定
で
す
。（
柳
橋
特
派
員
）

　

西
野
さ
く
ら
幼
稚
園
の
圃
場
で
、
野
菜
と
馬
鈴
薯
の
植

え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
す
る
食
育
活
動
を
企
画

し
、
組
合
員
・
職
員
が
定
期
的
に
そ
の
生
育
管
理
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
馬
鈴
薯
の
収
穫
日
で
、
参
加
し
た
1
0
0
名

の
園
児
た
ち
は
、
掘
り
起
こ
し
た
土
の
中
か
ら
出
て
き
た

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
馬
鈴
薯
を
見
て
大
喜
び
。
そ
の
手
に
収

ま
ら
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
馬
鈴
薯
を
、
組
合
員
や
園
の
先

生
に
嬉
し
そ
う
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

山
末
理
事
は
、「
馬
鈴
薯
を
手
に
し
た
園
児
た
ち
の
輝

く
笑
顔
が
印
象
的
。
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
良
か
っ

た
」、
甲
賀
統
括
支
店
長
は
、「
園
児
が
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
携
わ
っ
た
作
物
を
一
緒
に
手
に
取
る
こ
と
が
で

き
、
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

（
竹
永
特
派
員
）

平
岸
支
店
平
岸
青
壮
年
部

り
ん
ご
並
木
で
袋
外
し
作
業

色
付
き
は
遅
め
、
数
量
は
順
調

西
町
支
店
1
統
括
支
店
1
協
同
活
動

幼
稚
園
の
圃
場
で
食
育
活
動

馬
鈴
薯
収
穫
を
見
守
る

9／3 火

9／10 火

先端についている
針金を外すと袋も
外れ、大きなりん
ごが姿を現しま
す。ここまで育っ
たりんごが落ちな
いよう、ひとつひ
とつ丁寧に袋を外
していました。

組合員と職員、計 6名が、園児たちの馬鈴薯
収穫を見守りました。9月 20 日（金）には、収
穫された馬鈴薯で園児たちがカレーライスを
調理。生育管理のお礼として振舞われました。

質の高い教育
をみんなに

滝野メークインのホクホク感が堪能できるお
手軽ピザ。見逃し配信はQRコードより。ぜ
ひお試しください。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
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石
狩
地
区
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
に
よ
る
令
和
6

年
産
米
の
受
け
入
れ
が
、
9
月
11
日（
水
）に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

当
年
産
の
米
穀
は
生
育
も
良
好
で
、
北
海
道
の

作
況
見
込
み
は
「
や
や
良
」、
平
年
よ
り
も
早
い

収
穫
期
を
迎
え
豊
作
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
は
高
温
に
よ
る
蛋
白
値
の
上
昇
が
全

道
的
に
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
年
は
安
定
し
た
気

温
と
な
り
、
蛋
白
値
へ
の
影
響
も
少
な
い
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

51
名
の
生
産
者
に
よ
り
4
8
4
ha
で
作
付
が
行

な
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
な
な
つ
ぼ
し
」・「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
が
中
心
。
収
穫
は
9
月
7
日（
土
）か
ら
開

始
さ
れ
、
施
設
受
け
入
れ
は
3
万
俵
を
見
込
ん
で

お
り
、10
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。（
瀬
能
特
派
員
）

　

児
童
と
保
護
者
に
食
と
農
へ
の
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て
、
５
月
に
田
植
え
体
験

を
実
施
し
た
清
田
小
学
校
敷
地
内
の
水
田
「
ゆ
め

田
ん
ぼ　

あ
し
り
べ
つ
」
で
稲
刈
り
体
験
を
実

施
、
同
校
の
5
年
生
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
ま
で
札
幌
清
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

組
合
員
が
稲
の
管
理
を
行
な
い
、
豊
穣
の
秋
を
迎

え
ま
し
た
。
夏
の
高
温
に
も
負
け
ず
黄
金
色
に

実
っ
た
稲
を
刈
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
両
手
い
っ
ぱ
い
に

刈
り
取
ら
れ
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
と
「
は
く
ち
ょ

う
も
ち
」
の
稲
は
、
束
に
し
て
天
日
干
し
し
、
10

月
の
脱
穀
を
待
ち
ま
す
。

（
上
野
特
派
員
）

　

資
産
管
理
部
会
石
狩
支
部

（
湊
安
治
支
部
長
）と
青
色
申

告
会
石
狩
支
部（
小
野
寺
一

登
支
部
長
）で
は
、
白
老
町

へ
の
合
同
日
帰
り
研
修
を
実

施
し
、
会
員
17
名
と
職
員
3

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

民
族
共
生
象
徴
空
間
ウ
ポ

ポ
イ
で
は
、
伝
統
的
コ
タ
ン

の
建
物
や
博
物
館
内
を
見
学

し
た
ほ
か
、
体
験
交
流
ホ
ー

ル
で
ア
イ
ヌ
の
伝
統
舞
台
を

鑑
賞
。
ア
イ
ヌ
文
化
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
徳
寿
フ
ァ
ー
ム
に

併
設
の
「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト

ラ
ン
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」
で
自
社

農
場
に
て
生
育
さ
れ
た
白
老

牛
を
堪
能
し
た
後
、「
大
漁

番
屋
・
虎
杖
浜
」
で
た
ら
こ

の
詰
め
放
題
を
楽
し
み
、「
白

老
た
ま
ご
の
里 m

other’s

」

で
た
ま
ご
や
プ
リ
ン
を
お
土

産
に
購
入
し
、
研
修
を
終
了

し
ま
し
た
。（

佐
久
間
特
派
員
）

米
麦
乾
燥
調
製
施
設

R
6
年
産
米
、
受
け
入
れ
開
始

作
況
は
良
好
、
豊
作
に
期
待

清
田
支
店
１
統
括
支
店
１
協
同
活
動

稲
刈
り
体
験
を
実
施

黄
金
色
の
稲
に
歓
声

資
産
管
理
部
会
・
青
色
申
告
会
　

石
狩
支
部

白
老
町
へ
の
合
同
日
帰
り
研
修

ウ
ポ
ポ
イ
見
学
な
ど
を
楽
し
む

9/11 水

9／1８ 水

9/18 水

質の高い教育
をみんなに

生籾受け入れの様子。この後、乾燥し調製後に
出荷されます。

子どもたちへ、鎌で稲を
刈るコツを教える組合員。

たらこが
ぎっしり！
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相談部では、組合員の皆さまのお役に立つ情報を発信していますザ 信ラ 通プ産動不

相談部からの

情報です

1
棟
2
戸
の

メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
を
提
案

　

今
回
、
石
狩
花
畔
地
区
の
組
合
員

か
ら
相
談
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
が
施
設
建

設
の
お
手
伝
い
を
行
な
っ
た
の
は
、

1
棟
2
戸
の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
賃

貸
住
宅
。
早
々
に
入
居
者
も
決
ま

り
、
無
事
引
き
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
不
動
産
賃
貸
に
よ
る
資
産
運
用

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
支
店
の
担

当
者
に
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
に
偶
然
、
こ
こ
に
建
っ
て
い
た

築
43
年
の
貸
家
を
所
有
し
て
い
た
別

の
組
合
員
か
ら
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
の
で
手
放
し
た
い
と
い
う
話
が

出
た
よ
う
で
、
物
件
を
売
り
た
い
組

合
員
と
建
て
た
い
組
合
員
、
双
方
の

意
見
を
合
致
さ
せ
た
提
案
が
、
今
回

の
お
話
で
し
た
。」

立
地
と
周
辺
調
査
か
ら
、

安
定
し
た
賃
貸
経
営
が

可
能
と
判
断

　
Ｊ
Ａ
の
提
案
は
、
前
オ
ー
ナ
ー
か

ら
建
物
付
で
土
地
を
購
入
、
建
物
解

体
後
に
賃
貸
住
宅
を
新
築
す
る
と
い

う
も
の
。
小
学
校
か
ら
徒
歩
2
分
、

地
下
鉄
駅
や
J
R
駅
も
徒
歩
圏
内
と

い
う
好
立
地
に
加
え
、
周
辺
調
査
の

結
果
、
既
存
ア
パ
ー
ト
と
の
競
合
も

少
な
い
、
3
L
D
K
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
向
け
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
で
あ
れ

ば
安
定
し
た
賃
貸
経
営
が
可
能
と
判

断
し
ま
し
た
。

　
「
建
設
中
か
ら
入
居
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
あ
っ
た
と
聞
き
、
驚
き
ま

し
た
。
私
に
は
、
ど
の
よ
う
な
土
地

に
ど
の
よ
う
な
物
件
を
建
て
れ
ば
安

定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
の
か
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
日
頃

か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
、
支
店
の
担

当
者
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
、
安
心
し
て
お
任
せ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」

建
設
か
ら
入
居
者
募
集
ま
で
、

一
連
の
対
応
を

任
せ
ら
れ
た
こ
と
に
大
満
足

　

最
後
に
、
今
回
の
事
業
の
満
足
度

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
相
続
対
策
も
含
め
て
相
談
し
て

い
た
資
産
運
用
で
し
た
が
、
前
オ
ー

ナ
ー
の
組
合
員
と
私
、
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
提
案
を
し
て
く
れ
た

こ
と
、
建
設
か
ら
入
居
者
募
集
ま

で
、
一
連
の
対
応
を
全
て
任
せ
ら
れ

た
こ
と
に
、
大
変
満
足
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
物
件
の
管
理
も
お
任

せ
し
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
の

利
用
を
通
じ
た
お
付
き
合
い
を
続
け

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ＪＡさっぽろでは、資産管理事業を
通じて組合員皆さまのお役に立てるよ
う様々な提案・相談・サポートを行
なっております。資産形成に関するご
相談は、各支店の不動産プラザまでお
気軽にご連絡ください。

【施設概要】
タ イ プ：メゾネットタイプ賃貸住宅
敷地面積：164.94m2

延床面積：132.49m2

建物構造：木造 2階建 / 1 棟（1棟 2戸 全戸 3LDK）
建物設備：各戸 ２台駐車可能　駐車場内融雪槽有

不
動
産
賃
貸
に
よ
る

資
産
運
用
の
相
談
を
受
け

1
棟
2
戸
の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ

賃
貸
住
宅
の
新
築
を
提
案

施
設
建
設
事
例
紹
介
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理
事
会
だ
よ
り

第
5
回
定
例
理
事
会

　
令
和
6
年
8
月
29
日（
木
）　
午
後
1
時
00
分
よ
り
、
本

店
・
統
括
支
店
の
各
会
議
室
に
お
い
て
、
W
e
b
会
議
に
よ

る
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

1
、令
和
6
年
度
上
期
随
時
監
査
報
告

●
協
議
事
項

1
、大
口
融
資
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

厚
別
支
店
の
大
口
融
資
1
件
に
つ
い
て
、
申
込
事
項
・
取

り
組
み
経
過
・
資
金
計
画
・
財
務
状
況
・
保
全
状
況
・
弁
済

見
込
み
等
が
説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、地
区
別
懇
談
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

2
、固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

3
、Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

4
、Ｊ
Ａ
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
報
告
に
つ
い

て
5
、令
和
5
年
産
全
期
共
計
玉
葱
最
終
精
算
に
つ
い
て

6
、農
作
物
作
況
報
告

7
、米
麦
乾
燥
調
製
施
設
労
働
災
害
に
係
る
遺
族
対
応
に
つ

い
て

8
、�7
月
末
財
務
状
況
報
告

9
、�7
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
報
告
お
よ
び
未
済
持

分
譲
渡
報
告

10
、�8
月
の
動
静
と
9
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会
　
午
後
3
時
02
分
）

 ＪＡさっぽろDATA 令和6年8月末業務実績 令和6年7月末業務実績

組合員数
正組合員 3,793名 3,799名
准組合員 34,379名 34,774名

合　計 38,172名 38,573名
出資金残高 74億4千2百万円 73億8千7百万円
販売取扱高 14億9千2百万円 7億5千4百万円
購買供給高 14億1千万円 11億7千7百万円
貯金残高 3,710億1千4百万円 3,675億4千2百万円
融資残高 1,074億9千3百万円 1,076億9千7百万円
共済保有高 6,344億2千5百万円 6,350億1千1百万円
施設建設取扱高 6千5百万円 6千5百万円
管理受託戸数 4,745戸 4,757戸

ＪＡネットバンクを装った
フィッシングメールやサイトにご注意ください

ＪＡネットバンクを装ったフィッシングメールが不特定多数に送
付され、ＪＡネットバンクを装ったサイトが開設されていること
が判明しました。

「異常なログインによりＪＡネットバンクが一時利用停止されてい
る」と偽り、利用停止解除のためフィッシングサイトへ誘導する
内容で、ログイン ID・パスワード等を不正に取得する手口です。
このようなメールとＪＡバンクは何ら関係ございませんので、不
審なメールにはご注意くださいますようお願いいたします。

ＪＡネットバンクに
関するお問い合わせ

【ＪＡネットバンクヘルプデスク】
フリーダイヤル 0120-058-098
（平日 9：00～21：00 土・日・祝日 9：00～17：00）
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左
記
の
日
程
で
令
和
6
年
度
の
第
2
回
地
区
別
懇
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、
開
催
前
に
お
届

け
す
る
資
料
を
ご
持
参
の
上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
細
は
支
店
よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

令
和
6
年
度

第
2
回
地
区
別
懇
談
会
の
ご
案
内

開催日 地区名 開会時間 会場

11月18日（月）

石狩八幡
 9：30～

石狩八幡支店会議室
石狩花畔 花畔中央会館
篠　路

14：00～
篠路支店会議室

北札幌 北札幌支店会議室

11月21日（木）

中　央
 9：30～

本店 3 階大会議室
厚　別 厚別支店会議室
手　稲

14：00～
手稲支店会議室

白　石 白石支店会議室

11月22日（金）

豊　平
 9：30～

清田区民センター
琴　似 琴似支店会議室
平　岸

14：00～
平岸支店会議室

新琴似 新琴似支店会議室

11月25日（月）
西　町

 9：30～
西町支店会議室

南 南支店会議室

経
済
部
・
営
農
販
売
部

営
業
体
制
の
ご
案
内

　
経
済
部
・
営
農
販
売
部
の
営
業
体
制
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
と
お
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
冬
期
間
は
、
休
業
日
が
多
く
な
り
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
部（
丘
珠
）

営農販売課
購買課

【11 月～2月】
〔平　日〕9：00～17：00
〔土曜日〕休業

【3月～10 月】
〔平　日〕9：00～17：00
〔土曜日〕9：00～12：00

丘珠資材センター

【11 月～2月】
〔平　日〕9：00～16：00
〔土曜日〕休業

【3月～10 月】
〔平　日〕9：00～16：00
〔土曜日〕9：00～12：00

南経済店

手稲経済店

清田経済店

篠路経済店

営
農
販
売
部（
石
狩
）

購買課
石狩経済店

【10 月～3月】
〔平　日〕9：00～16：30
〔土曜日〕休業
＊ 12 月～2月は、水曜日・土曜日休業

【4月～9月】
〔平　日〕9：00～16：30
〔土曜日〕9：00～12：00
〔祝　日〕9：00～12：00

地物市場
「とれのさと」

【12 月～3月】
10：00～15：00　＊水曜日は休業

【4月～11 月】
9：30～17：00　＊定休日なし

花畔セルフ給油所 7：00～20：00　＊ 1月 1日は休業

八幡給油所 8：00～18：30　＊ 1月 1日～3日は休業

米麦課 〔平　日〕8：30～17：00 ＊�米麦乾燥調製施設の稼働期間（7月～11 月）は、施設運
営計画並びに施設の稼働状況に応じてご案内します。〔土曜日〕休業

青果課

【12 月～5月】
〔平　日〕8：45～16：30
〔土曜日〕休業
＊ 1月～5月は、水曜日・土曜日休業

【6月～11 月】
〔平　日〕8：30～17：30
〔土曜日〕8：30～17：30
＊�ベジタブルファクトリーの稼働は各共撰
作物の施設運営計画並びに稼働状況に応
じてご案内します。

営農課 〔平　日〕9：00～17：00
〔土曜日〕休業
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色々な生産者さんのミニトマトを撮影し
てきましたが、どのミニトマトも個性が
あり、今回も「ならきさん」の人柄が出
ているミニトマトでとても魅力的でした。

Photo by 曽我 孝博
2020年からフリーランスの
フォトグラファーとして主に札
幌市内で活動。今年度も引き
続き「虹の大樹」表紙と巻頭
写真の撮影を担当します。

Column
My best sho

t

〈全 4種〉
プレーン
250円 （税込）

チーズクリーム
チョコホイップ
北海道カスタード
300円 （税込）

地物市場「とれのさと」　
石狩市樽川120-3

石狩産小麦粉「きたほなみ」を
使用した、フワフワ・モチモチ
食感の生ドーナツ。

地物市場「とれのさと」限定
生ドーナツ！（冷凍販売商品）
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